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・IHEは規格ではない
運用の中で規格をどう使うのか

・IHEは統一化、画一化を行うものではない
施設ごとに利用方法，範囲は違う

・IHEへの適合とは何を指すのか
-ドメイン（放射線、循環器、ITI・・・）
-プロファイル（SWF、PIR、CPI・・・）
-アクタ（Order Placer、Order Filler・・・）
-トランザクション

基礎編のおさらい
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RFPに？

導入するシステムは、以下のとおりであり，
全て『IHE』に完全準拠すること。

１．医事会計
２．電子カルテ
３．放射線部門
４．ＰＡＣＳ

意味不明！
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導入するシステムは、以下のとおりであり，
全て『IHE-SWF』に完全準拠すること。

１．医事会計
２．電子カルテ
３．放射線部門
４．ＰＡＣＳ

これでほんとうにいいの？

RFPに？
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部門：
オーダ実施

患者登録

オーダー発行

画像保
管・管理

モダリティ

画像検索

検査オーダ
画像保存

患者情報

AM

IDADT

OF

OP

IM,IA
検査が

予約された

撮影完了

データの利用可能性通知

予約状況
の通知

検査情報リスト

撮影進行中また
は、撮影完了

患者情報

HL7/ADT

HL7/ORM（Procedure 
Scheduled）

DICOM（Instance 
Availability Notification）

DICOM/MWＬ

DICOM/MPP
S

DICOM/

Q/R

DICOM/Store

DICOM/MPPS

HL7/SIU＾
S12

実施完了

レポート作成

RC

画像観察装置

HIS

RIS

PACS

Modality

HL7/ORM

（NewOrder
）

ID

システム化の範囲を明確に
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1.システム範囲を以下に示す
・医事会計

・電子カルテ
・放射線部門
・ＰＡＣＳ

2.以下の連携はＩＨＥに示されたものとする
・患者情報を新規登録および修正時に，オーダエントリー

システム，放射線部門システム，画像サーバへ送信
・オーダエントリーシステムから放射線部門システムへの
オーダ情報の連携
・放射線部門システムから各モダリティへの情報連携
・モダリティと画像サーバとの画像情報などの送受信

RFPに？
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1.システム範囲を以下に示す
・医事会計

・電子カルテ
・放射線部門
・ＰＡＣＳ

2.画像サーバはＩＨＥに示された以下の機能（ア
クタ）を持つこと

・SWFおよびPIRのIM/IAの機能を有すること

・患者情報の取得についてはPAMのPatient Demographics 
Consumer (PDC)を実装すること
・CPIのIM/IAの機能を有する

RFPに？
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Judgment 

Project Management

全体最適

Decision 

要望

仕様

組織と体制
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要望から仕様へ

要望

 利用者のうち誰かが単に望んでいるもの

要求

 実際に課題・問題を含んでおり，対策すべきもの

要件

 実現が決定されたもの

仕様

 要件をとりまとめたもの

引用：IT化の流儀 新医療2009 February 井形繁雄
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上流工程の担務

開発管理

 スケジュール管理（時間）

 共通基盤・品質

事務的な管理

 仕様書など各種ドキュメント管理，契約（コスト）

 調達

運用管理

 業務フローの整備（業務課題の解決，体制）

情報の管理

 データ移行（マッピング），各種権限

教育

 リハーサル，操作訓練（短期，長期）

ベンダ

ユーザ

コミュニケーション・人的資源・リスク



IHE Workshop in Kobe
January 15th, 2010

11

上流工程の担務

プロジェクト全体を俯瞰

“現実性”を確認

“制約”の確認

調査項目の洗い出し

未知項目の洗い出し

不確実性の確認
→リスクの洗い出し

・技術面
・運用面
・コスト
・時間（スケジュール）
・（契約）

・重篤度
・頻度

対応策
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導入プロセスの改善

機種
選定

インタフェース
開発/変更

マスタ
登録

接続
テスト 本稼働

業務フロー
の決定

機種
選定

業務フロー
の決定

インタフェース
開発/変更

マスタ
登録

接続
テスト

本稼働
接続
テスト

接続
テスト

業務フロー
の決定

業務フロー
の決定

インタフェース
開発/変更

インタフェース
開発/変更

IHEの
効果

標準化による効果
・ 業務フローを分析し、情報の発生タイミングと送受信内容を明確化
・ 医療情報標準のDICOM・HL7をワークフローにマッピング
・ 事前に接続の検証

システム導入プロセス

費用の軽減？？と品質は向上
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PAM
(Patient Administration Management)
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ユースケース
通常業務

 入院から退院

ID管理上の例外

 複数ID

 予約なしの入院
 予約の変更
 待機ベッド

入力の間違い

 転棟
 入院、退院
 日付や時刻

移動・変更

 移動（外出、外泊）に伴う食事変更
 退院入力後の処方追加
 転院
 死亡

その他

 一時退院
 逆紹介
 新生児（正常、治療対象）
 転倒待ち
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ユースケース
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ユースケース
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ユースケース
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ユースケースモデル
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プロセスモデル
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ユースケース
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ユースケース
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シナリオとPAMの適用
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まとめ
情報の永続性

 全体最適

 関連分野・部門との整合性の確保
• 要求：「IHEの＊＊Profileに準拠していること」

システムの継続性

 システム化は終わりなき旅
• 要求：「IHEの個別接続テストに合格していること」

最新の技術的な動向・社会的情勢（いつかはEHR？）

 IHEのドキュメントをまず一読
• 要求：「 IHEの＊＊Profileの＃＃＃に適用すること」

常に“評価→見直し”が必要

 対象範囲は既存にとらわれてはならない

 全体最適の視点からの根本的な問題解決

(TOC: Theory of Constraints)
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Questions ?

WWW.IHE-J.ORG


